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近
代
日
本
研
究
第
三
十
七
巻
（
二
〇
二
〇
年
度
）

特
集

慶
應
義
塾
出
身
の
経
営
者
た
ち

戦
前
期
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
実
業
界
へ
の
人
材
供
給

―
―
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
を
事
例
と
し
て
―
―

三

科

仁

伸

は
じ
め
に

本
稿
の
課
題
は
、
戦
前
期
日
本
に
お
い
て
、
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
実
業
界
へ
の
人
材
供
給
の
実
態
に
つ
い
て
、

慶
應
義
塾
（
1
）

大
学
を
事
例
と
し
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
企
業
家
の
出
自
を
検
討
し
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ア

は
、
当
該
時
期
に
お
い
て
産
業
化
を
牽
引
す
る
人
材
を
輩
出
し
た
高
等
教
育
機
関
を
議
論
す
る
過
程
で
、
慶
應
義
塾
大
学
が
代
表

的
な
経
営
者
や
企
業
家
の
供
給
機
関
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ア
（
一
九
六
五
））。
本
稿
で
は
、
彼
の
指
摘

を
踏
ま
え
た
上
で
、
慶
應
義
塾
大
学
を
検
討
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
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こ
こ
で
、
学
歴
と
就
職
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
サ
ロ
ー
（
一
九
八
四
）
は
、「
仕
事
競
争
」

と
い
う
概
念
を
提
起
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
人
々
は
よ
り
好
条
件
で
キ
ャ
リ
ア
展
望
の
あ
る
職
業
に
就
く
た
め
に
、
よ
り
高

い
学
歴
を
獲
得
し
よ
う
と
競
争
す
る
と
さ
れ
る
。
学
歴
の
上
昇
と
就
業
環
境
の
向
上
が
密
接
な
関
係
性
を
有
す
る
と
し
た
彼
の
見

解
は
、
近
代
社
会
に
お
け
る
就
職
構
造
を
検
討
す
る
際
の
前
提
と
い
え
る
。
高
等
教
育
機
関
の
拡
充
の
必
要
性
を
説
い
た
外
山

（
一
八
九
九
）
は
、
学
歴
と
卒
業
後
の
社
会
に
お
け
る
活
動
領
域
の
関
係
性
を
、
明
治
期
に
お
い
て
、
具
体
的
な
数
量
デ
ー
タ
を

用
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
現
代
日
本
の
大
卒
就
職
市
場
を
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
シ
グ
ナ
リ
ン
グ
の
役
割
に
留
意
し
つ

つ
分
析
し
た
福
井
（
二
〇
一
六
）
に
よ
る
と
、
戦
前
期
に
お
け
る
そ
の
歴
史
的
展
開
は
次
の
様
に
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
市

場
規
模
が
小
さ
い
明
治
初
期
に
お
い
て
は
、
高
等
教
育
機
関
や
教
育
担
当
者
か
ら
の
推
薦
が
機
能
し
た
が
、
市
場
規
模
の
拡
大
や

企
業
組
織
の
高
度
化
に
伴
っ
て
、
各
企
業
に
よ
る
人
物
試
験
を
通
し
て
、
個
人
的
な
特
性
を
評
価
す
る
必
要
が
発
生
し
た
。
ま

た
、
特
定
の
高
等
教
育
機
関
と
企
業
と
の
関
係
は
、
戦
後
社
会
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
て
お
り
、
新
堀
（
一
九
六
六
）
は
、
大
学

に
よ
る
推
薦
制
度
を
活
用
し
た
学
閥
優
位
の
状
況
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
で
は
、
大
学
組
織
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
出
身
者
の
同
窓
関
係
に
基
づ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
苅
谷
ほ
か
（
一
九
九
三
））。

こ
う
し
た
一
連
の
通
史
的
理
解
の
中
で
は
、
個
別
の
高
等
教
育
機
関
の
動
向
に
つ
い
て
の
議
論
は
抑
制
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

戦
前
期
の
高
等
教
育
機
関
を
経
済
史
的
枠
組
み
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
川
口
編
（
二
〇
〇
〇
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ

ろ
う
。
戦
前
期
に
お
け
る
企
業
と
学
校
の
関
係
性
を
分
析
し
た
菅
山
（
二
〇
一
一
）
は
、
両
者
の
制
度
的
な
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
役
割

を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
高
等
教
育
機
関
は
検
討
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
戦
前
期
の
大
卒
市
場
を
個

別
具
体
的
な
高
等
教
育
機
関
の
側
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
持
つ
意
味
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
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以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
史
上
の
課
題
を
念
頭
に
お
き
、
慶
應
義
塾
大
学
を
事
例
と
し

て
、
戦
前
期
の
高
等
教
育
機
関
出
身
者
の
就
職
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
三
科
（
二
〇
二
〇
）
の
検
討
に
基
づ
き
、
戦
前

期
の
実
業
界
と
慶
應
義
塾
大
学
の
関
係
を
概
括
す
る
こ
と
で
、
日
本
経
済
史
や
経
営
史
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
出
身
者
の
役
割

を
ま
と
め
る
。
そ
の
上
で
、
冒
頭
に
記
し
た
課
題
を
検
討
す
る
た
め
の
論
点
と
し
て
、
次
の
二
点
を
設
定
す
る
。
第
一
に
、
慶
應

義
塾
大
学
出
身
者
の
卒
業
後
の
就
職
実
態
や
動
向
を
、
慶
應
義
塾
大
学
の
卒
業
生
名
簿
で
あ
る
慶
應
義
塾
塾
監
局
編
（
（
2
）

各
年
）
や

文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
（
各
年
）
の
分
析
に
よ
り
、
数
量
的
に
解
明
す
る
。
第
二
に
、
彼
ら
が
実
業
界
で
活
躍
す
る
背
景
と

な
っ
た
学
閥
の
役
割
に
つ
い
て
、
個
別
の
企
業
と
の
関
わ
り
に
留
意
し
つ
つ
、
メ
デ
ィ
ア
史
料
の
言
説
や
慶
應
義
塾
大
学
側
の
対

応
を
検
討
す
る
。

分
析
に
際
し
て
は
、
学
閥
の
存
在
や
同
窓
関
係
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割
に
、
特
に
留
意
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ

ら
は
戦
後
日
本
に
お
け
る
就
職
構
造
に
も
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
の
分
析
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
高
等

教
育
機
関
と
企
業
と
の
密
接
な
関
係
性
が
、
当
該
時
期
に
関
わ
る
歴
史
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
期
的
に
涵
養
さ
れ
た
構
造
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
繫
が
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
慶
應
義
塾
大
学
の
卒
業
生
就
業
実
態
に
つ
い
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
学
歴
社
会
の
形
成
過
程
を
検
討
し

た
天
野
（
一
九
九
二
）
は
、
明
治
初
期
に
お
い
て
は
政
府
部
門
で
働
く
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
明
治
一
四
年
の
政
変
を
契

機
と
し
て
実
業
界
へ
の
進
出
が
始
ま
り
、
本
格
的
な
進
出
は
明
治
二
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
の
分
析
対
象
時
期
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
就
職
が
判
明
す
る
明
治
三
〇
年
代
以
降
に
設
定
す
る
。

な
お
、
既
存
の
経
済
史
や
経
営
史
の
研
究
の
関
心
が
、
企
業
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
集
中
し
て
い
た
の
に
対
し
、
本
稿

で
は
、
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
以
下
の
一
般
社
員
に
つ
い
て
も
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
分
析
の
対
象
を
拡
大
す
る
。
そ
の

戦前期日本における高等教育機関による実業界への人材供給
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際
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
み
な
ら
ず
、
他
の
高
等
教
育
機
関
の
そ
れ
に
も
留
意
し
つ
つ
、
比
較
分
析
を
行
う
。
ま
た
、

こ
う
し
た
分
析
に
よ
り
、
戦
前
期
に
お
け
る
慶
應
義
塾
大
学
に
よ
る
人
材
供
給
を
包
括
的
に
明
ら
か
に
す
る
。

一

高
等
教
育
機
関
と
就
職
構
造

は
じ
め
に
、
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
出
身
者
の
役
割
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
森
川
英
正
に
よ
る
と
、
明
治
期
の

資
本
家
は
、
近
代
産
業
経
営
に
必
要
な
情
報
や
知
識
を
有
し
な
か
っ
た
た
め
、
専
門
知
識
を
有
す
る
学
卒
者
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
一
方
で
、
学
卒
者
の
供
給
は
、
実
業
界
で
必
要
と
さ
れ
た
需
要
に
対
し
て
不
足
基
調
で
あ
っ
た
た
め
、「
資
本
家
は
彼

ら
の
意
思
を
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
」（
森
川
（
一
九
八
一
）、
五
七
頁
）
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
彼
ら
が
実
業
界
で
活
躍
す

る
条
件
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
〇
〇
年
頃
か
ら
、
学
卒
者
の
実
業
界
入
り
が
急
速
に
進
展
し
、
昭
和
戦
前
期
に

至
る
と
、
実
業
界
全
体
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
学
卒
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
青
沼
（
一
九
六
五
））。

冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ア
（
一
九
六
五
）
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
慶
應
義
塾
大
学
を
検
討
対
象

と
し
て
扱
う
。
明
治
三
〇
年
代
の
実
業
界
で
は
、
帝
国
大
学
の
出
身
者
を
除
く
と
、「
慶
應
義
塾
ノ
出
身
者
ガ
跋
扈
シ
テ
居
ル
ノ

デ
ア
ル
」（
外
山
（
一
八
九
九
）、
五
二
頁
）
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
出
身
者
が
多
く
活
躍
し
て
い
た
。
当
該
時
期
に
お
け
る

教
育
機
関
と
そ
の
出
身
者
が
企
業
の
創
立
あ
る
い
は
経
営
に
参
画
し
た
産
業
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
た
石
川
健
次
郎
に
よ
る
と
、

慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
に
は
、
銀
行
業
や
紡
績
業
、
鉄
道
事
業
に
参
加
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
石
川

（
一
九
七
四
））。
こ
う
し
た
慶
應
義
塾
大
学
の
場
合
、
学
生
が
「
近
代
企
業
に
就
職
す
る
た
め
に
は
、
福
沢
、
小
泉
、
小
幡
と
い

う
歴
代
の
塾
長
と
そ
れ
に
連
な
る
同
窓
生
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
、
重
要
」（
大
森
（
二
〇
〇
〇
）、
一
九
三
頁
）
で
あ
っ
た
と
さ
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れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
米
川
伸
一
に
よ
る
、
明
治
期
に
お
け
る
学
卒
者
を
採
用
す
る
最
も
重
要
な
方
法
は
、「
企
業
内
の
責

任
あ
る
人
々
が
教
育
機
関
や
学
者
と
の
間
で
持
っ
て
い
た
非
公
式
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
の
も
の
」（
米
川
（
一
九
九
四
）、

一
六
頁
）
で
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
と
も
整
合
的
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
明
治
期
に
は
、
同
窓
の
関
係
者
に
よ
る
就
職
の
周
旋
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
関
係
は
、
こ
れ
以
降
も
継
続
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

度
重
な
る
企
業
勃
興
期
を
経
た
日
露
戦
後
期
に
は
、
高
等
教
育
機
関
の
卒
業
生
を
定
期
的
に
雇
用
す
る
企
業
が
、
多
数
登
場
す

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
高
等
教
育
機
関
の
規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
各
校
の
幹
部
教
育
者
が
学
生
の
能
力
や
人
格
を
個

別
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
こ
う
し
た
過
程
で
、
高
等
教
育
機
関
か
ら
企
業
へ
の
組
織
的
な
紹
介
や
斡
旋
が
始
ま
る
。

戦
間
期
に
入
る
と
、
不
況
に
よ
る
卒
業
生
の
就
職
難
の
発
生
を
背
景
と
し
て
、
特
定
の
企
業
と
の
関
係
を
維
持
し
た
就
職
活
動
の

制
度
化
が
促
進
し
た
と
さ
れ
る
（
大
森
（
二
〇
〇
〇
））。

二

慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
就
職
動
向

二
―
一

明
治
期
に
お
け
る
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
就
職
動
向

前
節
で
の
概
括
を
踏
ま
え
、
本
節
で
は
、
具
体
的
な
就
職
実
態
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
は
、
明
治
期
の
慶
應
義
塾
大
学
出
身

者
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
自
己
申
告
に
基
づ
き
、
慶
應
義
塾
塾
監
局
編
（
各
年
）
に
記
載
さ
れ
た
職
業
情
報
を
も
と
に
、
分
析
を
行

う
。
慶
應
義
塾
塾
監
局
編
（
各
年
）
に
出
身
者
の
職
業
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
一
八
九
六
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
こ
こ

で
は
、
同
年
よ
り
五
年
ご
と
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
明
治
期
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
所
属
産
業
分
類
を
、
表
1
と
し
て
示
す
。

た
だ
し
、
表
1
を
見
る
際
に
は
、
各
年
ま
で
の
出
身
者
の
所
属
産
業
分
類
の
総
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
複
数
の
職
業
が
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163



表
1
明
治
期
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
所
属
産
業
分
類

学
術
研
究

18213441

合
計

1,222

1,597

1,807

2,448

典
拠
）
慶
應
義
塾
塾
監
局
編
（
各
年
）
よ
り
作
成
。

注
1）
表
中
の
単
位
は
、「
人
」
で
あ
る
。

注
2）
典
拠
史
料
の
職
業
欄
未
記
載
の
も
の
は
、
集
計
対
象
外
と
し
た
。
そ
の
人
数
は
、
1886

年
が
456
人
、
1901

年
が
419
人
、
1906

年
が
470
人
、
1911

年
が
608
人
で
あ
る
。

注
3）
原
則
と
し
て
、
職
業
欄
に
複
数
の
職
業
が
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
最
初
の
も
の
を
代
表
的
な
も
の
と
し
て
集
計
し
た
。
産
業
分
類
は
、「
日
本
標
準
産
業
分
類
（
平
成
25
年
10
月

改
定
）」
の
基
準
に
よ
っ
た
。

不
動
産
業1164

分
類
不
能

不
明2948

118

118

金
融
業
・
保
険
業

182

296

310

471

学
生

留
学
中179128

銀
行

130

230

227

305

卸
売

小
売
業

159

218

239

322

無
職32611

運
輸
業

138

131

139

148

公
務

97

107

145

141

鉄
道81657461

軍
隊12152745

情
報

通
信
業

7596

100

139

サ
ー
ビ
ス
業

45486172

電
気
・

ガ
ス
・

水
道
業22781

複
合

サ
ー
ビ
ス
業

2388

製
造
業

112

150

163

323

医
療
福
祉
業

13131716

紡
績18503479

建
設1381017

教
育

学
習
支
援

163

160

183

211

鉱
業17394888

生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
業

36511

農
林
業

漁
業

147

165

188

207

宿
泊
業

飲
食
業24811

1896
年

1901
年

1906
年

1911
年

1896
年

1901
年

1906
年

1911
年



併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
冒
頭
の
も
の
を
代
表
的
な
そ
れ
と
し
て
採
録
し
た
こ
と
に
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

表
1
に
よ
る
と
、
明
治
期
に
お
け
る
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
主
な
就
職
先
の
産
業
は
、
金
融
保
険
業
、
卸
売
小
売
業
、
製
造

業
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
次
産
業
に
分
類
さ
れ
る
農
林
業
漁
業
部
門
の
従
事
者
が
一
定
数
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
多
く
は
、
地
方

資
産
家
や
地
主
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。
な
お
、
実
業
界
以
外
で
は
、
公
務
員
や
教
育
関
係
に
携
わ
る
者
の
数
が
注

目
さ
れ
る
。

個
別
の
産
業
に
つ
い
て
見
る
と
、
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
最
大
の
就
職
先
で
あ
る
金
融
業
・
保
険
事
業
の
中
心
は
銀
行
で

あ
っ
た
が
、
保
険
事
業
に
関
わ
る
者
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
一
九
一
一
年
時
点
に
お
け
る
主
な
銀
行
の
所
属
人
数
を
見
る
と
、
全

体
で
三
〇
五
人
の
う
ち
、
三
井
銀
行
が
六
四
人
、
日
本
銀
行
が
二
八
人
、
横
浜
正
金
銀
行
と
豊
国
銀
行
が
そ
れ
ぞ
れ
一
七
人
、
住

友
銀
行
が
一
四
人
、
十
五
銀
行
が
一
〇
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
銀
行
の
中
で
は
三

井
銀
行
が
最
多
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
銀
行
に
限
ら
ず
、
全
体
と
し
て
三
井
の
名
前
を
冠

す
る
企
業
へ
の
就
職
者
が
一
一
二
人
（
全
体
の
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
最
大
の
規
模

を
占
め
て
い
る
こ
と
と
も
整
合
す
る
。

鉄
道
事
業
に
関
わ
る
出
身
者
は
、
鉄
道
熱
期
以
降
は
漸
次
的
に
減
少
し
て
い
っ
た

が
、
日
露
戦
後
期
に
は
、
局
地
鉄
道
や
軌
道
会
社
へ
の
就
職
が
増
加
し
て
い
る
。
他

方
、
電
力
事
業
や
情
報
通
信
事
業
な
ど
は
、
一
九
〇
〇
年
代
後
半
よ
り
増
加
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
軍
隊
関
係
者
に
は
一
年
志
願
兵
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼

ら
に
つ
い
て
は
、
兵
役
後
に
他
の
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

こ
こ
で
、
表
2
と
し
て
、
慶
應
義
塾
塾
監
局
編
（
各
年
）
に
記
載
が
あ
る
分
に
限

表 2 明治期慶應義塾大学出身者の職位

合計

509

735

852

1,352

典拠）慶應義塾塾監局編（各年）より作成。
注1）表中の単位は、「人」である。
注2）記載分のみを集計対象とした。

社員

452

643

737

1,118

役員

43

73

82

165

社長

14

19

33

69

1896年

1901年

1906年

1911年
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り
、
当
該
時
期
の
企
業
内
に
お
け
る
職
位
を
示
す
。
表
2
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
企
業
内
で
の
役
割

は
、
主
に
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
以
下
の
一
般
社
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
後
期
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
が
、
企

業
の
設
立
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
上
に
そ
の
経
営
を
支
え
る
従
業
員
を
供
給
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
福
沢
諭
吉

は
、『
実
業
論
』
の
中
で
、「
奉
公
の
口
を
撰
ぶ
に
諸
会
社
銀
行
、
若
し
く
は
既
に
西
洋
風
に
化
し
た
る
大
家
は
自
か
ら
士
流
学
者

の
身
に
適
す
る
の
趣
を
存
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
之
に
入
ら
ん
こ
と
を
求
る
は
当
然
の
こ
と
」
で
あ
る
と
し
て
、
企
業
に
就
職
し
た

際
に
は
、「
木
下
藤
吉
が
初
め
て
信
長
に
奉
公
し
た
る
と
き
の
如
く
な
る
」
こ
と
を
説
い
て
い
る
（
慶
應
義
塾
編
（
一
九
五
九
）、

一
九
三
頁
）。
彼
自
身
も
、
高
等
教
育
を
受
け
た
の
ち
は
、
企
業
を
支
え
る
「
士
流
学
者
」
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
高
等
教
育
機
関
出
身
者
の
企
業
勤
め
に
対
す
る
福
沢
諭
吉
の
見
解
は
、
門
下
生
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

藤
山
雷
太
も
、
新
入
社
員
に
対
し
て
、
豊
臣
秀
吉
の
事
例
を
踏
ま
え
つ
つ
「
自
分
の
分
に
安
ん
ぜ
よ
」
と
述
べ
て
い
る
（
藤
山

（
一
九
一
八
））。

ま
た
、
慶
應
義
塾
塾
監
局
編
（
各
年
）
の
記
載
か
ら
、
一
八
九
六
年
に
社
員
で
あ
っ
た
者
の
一
九
一
一
年
段
階
に
お
け
る
職
位

を
確
認
す
る
と
、
社
長
が
六
人
、
役
員
が
四
四
人
、
社
員
が
一
七
三
人
で
あ
る
。
こ
の
一
五
年
の
間
に
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
昇
格
し
た
も
の
が
い
た
一
方
で
、
大
部
分
の
も
の
は
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
以
下
の
社
員
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

二
―
二

一
九
二
〇
年
代
以
降
の
高
等
教
育
機
関
出
身
者
の
就
職
動
向

次
に
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
編
（
各
年
）
を
活
用

し
、
他
の
高
等
教
育
機
関
と
の
比
較
を
通
し
て
、
分
析
を
進
め
る
。
戦
前
期
の
う
ち
、
各
大
学
の
卒
業
生
の
就
職
先
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
時
期
は
、
一
九
二
二
年
度
か
ら
一
九
三
九
年
度
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
戦
間
期
に
相
当
す
る
時
期
の
就
職
先
を
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検
討
し
て
い
く
。

ま
ず
、
表
3
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
の
卒
業
生
の
就
職
先
を
示
す
。
表
3
か
ら
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
慶
應
義
塾
大
学
の

卒
業
生
の
就
職
先
の
半
数
は
、
銀
行
を
含
め
た
一
般
の
企
業
及
び
自
営
・
実
業
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
前
項
で
み
た
明

治
期
と
同
様
、
実
業
界
志
向
の
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
医
学
部
を
有
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
医
療
関
係
の
従
事
者
も
、
実
業
関
係
に
つ
い
で
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
官
公
吏
に
な
る
も
の
は
限
定
的
で
あ
る
。
な

お
、
卒
業
後
の
職
業
が
未
定
若
し
く
は
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
全
体
の
二
割
か
ら
三
割
程
度
確
認
で
き
、
恐
慌
期
に
は
そ

の
数
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
、
他
の
高
等
教
育
機
関
の
出
身
者
と
の
比
較
を
行
う
。
表
4
及
び
表
5
は
、
一
九
二
五
年
と
一
九
三

五
年
に
お
け
る
、
各
大
学
の
卒
業
生
の
就
職
先
の
合
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
以
外
の
私
立
大
学
の
代
表
と
し

て
早
稲
田
大
学
を
、
帝
国
大
学
の
代
表
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
を
、
官
公
立
大
学
の
代
表
と
し
て
、
東
京
商
科
大
学
の
卒
業
生
の

数
値
を
記
載
し
て
い
る
。
両
表
と
も
、
単
年
度
の
就
職
先
と
、
典
拠
資
料
に
記
載
さ
れ
た
創
立
以
来
の
就
職
先
の
総
計
を
、
あ
わ

せ
て
示
し
て
い
る
。

ま
ず
、
表
4
の
一
九
二
五
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
先
を
見
る
と
、
慶
應
義
塾
大
学
や
早
稲
田
大
学
な
ど
の
私
立
大
学
で
は
、
全

卒
業
生
の
中
で
、
銀
行
員
や
会
社
員
に
な
る
も
の
が
最
も
多
い
。
次
い
で
、
教
育
関
係
の
学
校
教
員
や
職
員
、
帝
国
軍
人
、
官
公

吏
に
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
職
業
に
も
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
就
職
率
は
低
位
で
あ
る
。
特
に
、
官
公
吏
と
な
っ
た

私
立
大
学
出
身
者
の
約
四
割
は
早
稲
田
大
学
の
出
身
者
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
は
二
人
が
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま

た
、
慶
應
義
塾
大
学
は
医
学
部
を
有
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
軍
医
を
含
む
医
療
関
係
の
職
業
に
就
く
卒
業
生
も
確
認
で
き
る
。
銀

行
会
社
員
や
新
聞
記
者
な
ど
の
実
業
界
へ
の
就
職
に
傾
注
す
る
状
況
は
、
東
京
商
科
大
学
な
ど
の
官
公
立
大
学
に
も
共
通
す
る
も
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の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
東
京
帝
国
大
学
な
ど
の

帝
国
大
学
の
卒
業
生
は
、
数
値
的
に
は
実
業
界
に
就

職
す
る
も
の
が
多
い
も
の
の
、
官
公
吏
に
な
る
も
の

を
中
心
に
、
教
育
関
係
や
医
療
関
係
な
ど
の
分
野
に

就
職
す
る
も
の
の
割
合
が
比
較
的
高
い
。
ま
た
、
大

学
院
に
進
学
す
る
な
ど
、
学
問
的
研
究
を
継
続
す
る

も
の
も
、
一
定
数
存
在
し
て
い
る
。

同
じ
く
表
4
の
各
校
創
立
以
来
一
九
二
五
年
三
月

ま
で
の
卒
業
生
の
就
職
先
を
見
る
と
、
単
年
度
の
も

の
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
え

る
。
た
だ
し
、
各
大
学
と
も
、
一
九
二
五
年
三
月
の

卒
業
生
の
、
職
業
未
定
や
不
詳
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
割
合
が
、
こ
れ
ま
で
に
比
し
て
高
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
関
東
大
震
災
に
伴
う
経
済
活
動
の
停

滞
に
よ
り
、
労
働
市
場
が
冷
え
込
ん
だ
影
響
と
考
え

ら
れ
る
。

次
に
、
表
5
の
一
九
三
五
年
三
月
卒
業
生
の
就
職

先
を
見
る
と
、
同
年
に
お
い
て
も
、
慶
應
義
塾
大
学

の就職先（1923―1940 年）

合計

％

1.76

1.74

0.01

7.15

2.49

49.35

0.63

5.78

3.63

1.19

2.12

23.74

0.41

100.00

人数

271

268

1

1,105

385

7,619

98

892

561

184

327

3,665

64

15,440

1939年
（1940/3）

14

67

0

21

42

835

0

0

44

0

0

24

0

1,047

1938年
（1939/3）

8

12

0

11

72

726

0

11

0

7

8

99

3

957

1937年
（1938/3）

21

44

0

61

7

511

0

48

24

3

3

121

7

850

1936年
（1937/3）

22

0

0

15

0

548

0

28

0

78

10

178

2

881

1935年
（1936/3）

23

32

0

5

4

0

0

595

0

83

12

170

4

928

1934年
（1935/3）

14

0

0

107

6

629

0

16

0

0

9

60

6

847

1933年
（1934/3）

14

0

0

90

6

489

0

30

0

0

15

409

6

1,059

1932年
（1933/3）

24

0

0

13

61

466

0

21

0

0

20

195

2

802

1931年
（1932/3）

44

0

0

98

77

338

14

33

26

13

25

140

2

810
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や
早
稲
田
大
学
な
ど
の
私
立
大
学
の
卒
業
生
は
、
銀

行
会
社
員
や
新
聞
記
者
な
ど
の
実
業
界
に
就
職
す
る

も
の
が
中
心
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
大
学
の
場
合
、
他

の
高
等
教
育
機
関
と
比
較
し
た
場
合
に
も
、
実
業
界

へ
の
就
職
者
が
多
い
。
一
九
三
五
年
の
銀
行
会
社
員

に
つ
い
て
見
る
と
、
慶
應
義
塾
大
学
の
卒
業
生
は
、

私
立
大
学
の
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
大
学
の
一
四

パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
官
公
吏
に
つ
い

て
見
る
と
、
帝
国
大
学
出
身
者
の
割
合
が
高
く
、
私

立
大
学
の
中
で
は
、
早
稲
田
大
学
の
出
身
が
多
い
こ

と
は
、
慶
應
義
塾
大
学
と
の
差
異
を
示
し
て
い
る
。

官
公
立
大
学
の
う
ち
、
東
京
商
科
大
学
の
卒
業
生
が

銀
行
会
社
員
へ
の
就
職
が
中
心
で
あ
る
こ
と
は
、
一

九
二
五
年
と
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。

同
じ
く
表
5
の
各
校
創
立
以
来
一
九
三
五
年
三
月

ま
で
の
卒
業
生
の
就
職
先
を
見
る
と
、
こ
う
し
た
傾

向
が
、
こ
れ
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
こ
こ
に
示
し
た
同
年
ま
で
の
卒
業
生
全
体
に

表 3 慶應義塾大学出身者

1930年
（1931/3）

19

0

0

89

11

338

24

25

7

0

32

410

0

955

典拠）文部大臣官房文書課編（各年）より作成。
注1）表中の単位は、「人」である。また、数値は卒業翌年の3月1日現在のもの。
注2）1935年度の「銀行会社員」及び「自営／実業従事者」の表記は、典拠資料による。

1929年
（1930/3）

5

0

0

88

6

221

11

2

2

0

25

444

0

804

1928年
（1929/3）

22

0

0

79

13

344

14

37

0

0

21

299

4

833

1927年
（1928/3）

10

5

0

79

7

451

0

0

0

0

9

199

0

760

1926年
（1927/3）

10

4

0

79

18

330

0

46

0

0

31

248

5

771

1925年
（1926/3）

13

4

0

66

11

376

14

0

28

0

18

150

1

681

1924年
（1925/3）

2

1

0

78

7

303

10

0

212

0

24

123

3

763

1923年
（1924/3）

6

46

1

59

17

351

11

0

173

0

20

271

14

969

1922年
（1923/3）

0

53

0

67

20

363

0

0

45

0

45

125

5

723

卒業年度
（卒業年月）

官吏／公吏

陸軍／海軍

弁護士／弁理士／計理士

医療従事者

学校教員／職員

銀行会社員

新聞雑誌記者

自営／実業従事者

その他の業務者

学術研究者

大学院／他学部／留学

職業未定／不詳

死亡

合計

戦前期日本における高等教育機関による実業界への人材供給

169



表 4 各大学卒業生の就職先（1925年 3月）
1925年3月卒業生の就職先

官公立大学

5
11
0
82
11
0

160
5
2
0
9
3
89
1

378

各校創立以来1925年3月までの卒業生の就職先
官公立大学

285
46
0
23
33
0

235
4
1
1

152
89
96
2

967
典拠）文部大臣官房文書課編（各年）より作成。
注1）表中の単位は、「人」である。また、数値は卒業翌年の3月1日現在のもの。
注2）表中の「銀行会社員」には、商店員を含む。「官庁・企業等職員」には、外国政府や企業

からの招聘者を含む。「留学」には、海外渡航者を含む。また、「その他の業務者」には、
帝国議会員を含む（帝国大学のみ）。

注3）外国人及び付属学校出身者は含まない。
注4）数値は、全て原資料の記載による。

東京商科
大学

5
0
0
0
11
0

159
5
2
0
0
3
89
1

275

東京商科
大学

6
27
0
0
26
0

235
4
1
1
0
4
88
2

394

帝国大学

288
13
1

292
456
0

501
23
2
33
0

202
1,077
6

2,894

帝国大学

8,415
240
1,227
4,112
5,216
17

10,526
47
273
2,396
0

1,179
3,924
3,210
40,782

東京帝国
大学
166
0
0

101
231
0

318
12
0
29
0

128
637
0

1,622

東京帝国
大学
6,161
0

987
2,244
4,123
17

7,291
9
0

2,039
0

619
2,068
2,553
28,111

私立大学

178
197
9
77
175
―

1,031
55
0

337
0
81
989
12

3,141

私立大学

529
12
9

125
296
―

2,546
83
0

530
0

137
1,436
68

5,771

早稲田
大学
76
29
0
0
50
―

369
21
0
64
0
28
365
2

1,004

早稲田
大学
348
0
0
0

121
―

1,309
49
0

149
0
34
761
37

2,808

慶應義塾
大学

2
1
0
78
7
―

303
10
0

212
0
24
123
3

763

慶應義塾
大学
12
12
0

125
40
―

709
24
0

328
0
82
331
29

1,692

官吏／公吏
陸軍／海軍
弁護士／弁理士／計理士
医療従事者
学校教員／職員
官庁・企業等職員
銀行会社員
新聞雑誌記者
自営／実業従事者
その他の業務者
学術研究者
大学院／他学部／留学
職業未定／不詳
死亡

合計

官吏／公吏
陸軍／海軍
弁護士／弁理士／計理士
医療従事者
学校教員／職員
官庁・企業等職員
銀行会社員
新聞雑誌記者
自営／実業従事者
その他の業務者
学術研究者
大学院／他学部／留学
職業未定／不詳
死亡

合計
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表 5 各大学卒業生の就職先（1935年 3月）
1935年3月卒業生の就職先

官公立大学

24
105
0

242
260
31
750
3
49
4
63
15
47
9

1,602
各校設立以来1935年3月までの卒業生の就職先

官公立大学

298
287
2

1,588
1,197
176
4,958
98
186
74
126
149
1,539
201

10,879
典拠）文部大臣官房文書課編（各年）より作成。
注1）表中の単位は、「人」である。また、数値は卒業翌年の3月1日現在のもの。
注2）表中の「官吏／公吏」には、外国政府所属のものを含む。「官庁・企業等職員」には、外

国政府や企業からの招聘者を含む。「銀行会社員」には、商店員を含む。「留学」には、
海外渡航者を含む。また、「その他の業務者」には、帝国議会員を含む（帝国大学のみ）。

注3）京都府立医科大学は1930年度卒業生以降、大阪商科大学は1931年度卒業生以降の数値
を採録。官立文理科大学出身者の就職先は典拠資料に記載なし。外国人及び付属学校出
身者は含まない。

注4）数値は、全て原資料の記載による。

東京商科
大学

2
6
0
0
4
0

209
0
14
2
2
0
0
2

241

東京商科
大学
81
17
0
0

119
0

2,008
42
58
35
0
10
651
47

3,068

帝国大学

732
172
7

239
641
4

1,462
186
0

197
0

451
802
16

4,909

帝国大学

14,422
493
2,052
5,739
13,310
62

16,500
2,357
0

5,362
0

1,510
10,167
6,815
78,789

東京帝国
大学
348
100
5
93
141
4

762
33
0
62
0

245
303
9

2,105

東京帝国
大学
8,925
214
1,547
2,342
7,296
62

10,897
845
0

3,230
0

547
5,205
4,484
45,594

私立大学

731
233
49
360
315
―

2,401
72
370
265
111
154
1,804
16

6,881

私立大学

4,874
1,773
288
2,221
2,907
―

16,437
759
2,885
2,003
508
1,638
18,459
211

54,963

早稲田
大学
159
9
0
0
30
―

578
52
26
6
0
35
474
1

1,370

早稲田
大学
1,372
90
15
0

576
―

4,492
319
500
235
7

265
5,681
64

13,616

慶應義塾
大学
14
0
0

107
6
―

629
0
16
0
0
9
60
6

847

慶應義塾
大学
193
16
1

937
278
―

4,946
107
210
149
13
217
2,987
42

10,096

官吏／公吏
陸軍／海軍
弁護士／弁理士／計理士
医療従事者
学校教員／職員
官庁・企業等職員
銀行会社員
新聞雑誌記者
自営／実業従事者
その他の業務者
学術研究者
大学院／他学部／留学
職業未定／不詳
死亡

合計

官吏／公吏
陸軍／海軍
弁護士／弁理士／計理士
医療従事者
学校教員／職員
官庁・企業等職員
銀行会社員
新聞雑誌記者
自営／実業従事者
その他の業務者
学術研究者
大学院／他学部／留学
職業未定／不詳
死亡

合計

戦前期日本における高等教育機関による実業界への人材供給
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つ
い
て
、
慶
應
義
塾
大
学
の
卒
業
生
の
銀
行
員
や
会
社
員
へ
の
就
職
実
態
は
、
私
立
大
学
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
大
学
の
一
三

パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
間
期
に
お
い
て
も
、
高
等
教
育
機
関
の
中
で
、
慶
應
義
塾
大
学
が
実
業
界
へ
の
主

要
な
人
材
教
育
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
総
数
に
比
し
て
、
一
九
三
五
年
の
職
業
未
定
者
や

不
詳
者
の
割
合
が
低
い
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
日
本
経
済
の
回
復
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

両
表
を
比
較
す
る
と
、
両
年
に
お
い
て
、
大
き
な
差
異
は
生
じ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
代
以

降
で
は
、
各
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
人
材
供
給
構
造
が
固
定
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦
間
期
に
お
い
て

は
、
帝
国
大
学
か
ら
も
実
業
界
へ
の
就
職
者
が
多
数
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
帝
国
大
学
が
、
純
然
た
る
官
僚
養
成
の
た
め

の
教
育
機
関
か
ら
、
広
く
経
済
社
会
全
体
に
対
し
て
人
材
を
供
給
し
て
い
く
機
関
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
慶
應
義

塾
大
学
な
ど
の
私
立
大
学
の
出
身
者
は
、
彼
ら
と
の
競
合
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

ま
た
、
表
4
及
び
表
5
で
示
し
た
戦
間
期
の
就
職
状
況
を
踏
ま
え
て
、
個
別
企
業
へ
の
就
職
実
績
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
こ
こ

で
、
表
6
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
東
京
帝
国
大
学
の
、
一
九
三
六
年
度
卒
業
生
の
主
な
就
職
先
に
つ
い
て
示

す
。
こ
れ
は
、
木
下
半
治
が
各
大
学
を
調
査
し
て
集
計
し
た
数
値
で
あ
る
。
表
6
を
見
る
と
、
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
に
は
、
三

井
関
係
の
企
業
へ
の
就
職
者
が
多
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
前
項
で
示
し
た
明
治
期
の
就
職
状
況
と
も
符
合
し
て
お

り
、
両
者
の
関
係
は
、
戦
間
期
に
も
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
木
下
（
一
九
三
七
）
は
、
東
京
電
燈
や
阪
急
電

鉄
へ
の
就
職
に
つ
い
て
、
小
林
一
三
の
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
に
対
す
る
「
サ
ー
ヴ
イ
ス
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

評
価
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
留
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
特
定
の
大
学
と
企
業
と
の
間
に
、
他
大
学
に
対
し
て
優
越
的
な
関
係
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
次
節
で
検
討
す
る
企
業
内
部
に
お
け
る
学
閥
の
形
成
に
寄
与
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
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表 6 1936 年度卒業生の主な就職先（慶應義塾大学・早稲田大学・東京帝国大学）

内訳
物産14人、三越7人、鉱山5人、銀行
4人、信託3人、生命保険2人、合名1人
商事3人、鉱業3人、信託2人、重工業2人
日立製作所15人、日産自動車8人、東
京電機4人、古河電工4人、富士電機5
人、日本電機1人
東邦電力11人、東京電燈4人、大同電
力3人、日本電力2人
阪急電鉄4人、日本郵船4人、阪神電鉄
1人
満州鉄道5人、大同学院3人、満州中央
銀行1人、南進公司1人
鐘紡30人、千代田生命保険9人、大日
本麦酒7人、安田保善社5人、日本精糖
5人、麒麟麦酒4人、日本鉱業4人など
満州鉄道13人、日立製作所13人、朝鮮
殖産銀行11人、安田保善社7人、東京
電燈6人、三菱鉱業5人、三菱商事5
人、東邦電力4人、住友3人など

鉱山6人、物産4人、銀行3人、信託3人
商事8人、重工業5人、鉱業5人、銀行
2人、信託2人、倉庫1人
（住友合資会社にて一括採用）
日本製鉄5人、日立製作所4人、日本窒
素4人、北海道炭鉱4人、川崎造船2
人、日産自動車2人
安田銀行5人、台湾銀行5人、日本徴兵
保険5人、昭和銀行4人、正金銀行2
人、第一銀行1人
東京電燈3人、東力2人、東邦電力1
人、大同電力1人
満州鉄道7人、東洋拓殖3人、満州煙草
2人、大同学院1人、満州拓殖1人
国際通運5人、海軍主計5人、東洋紡績
3人、大阪朝日新聞2人、阪神電鉄2
人、東洋レイヨン1人など
中島飛行機3人、三井鉱山2人、三菱鉱
業2人、三菱電機2人、日本製鉄2人、
日立製作所2人、住友電工2人、古河電
工1人、東京電燈1人、藤田組1人、東
京電機1人、住友製鋼所1人など

典拠）木下（1937）より作成。
注1）典拠資料に具体的な就職先の記載がない大学及び学部は表記せず。
注2）表中の「主な就職先」の大分類及び表記は、典拠資料のそれによる。

主な就職先
三井（36人）

三菱（12人）
機械製造業
（37人）

電力業
（20人）
運輸業
（9人）
満州関係
（10人）
その他

官庁
（120～150人）
三井（16人）
三菱（23人）

住友（13人）
時局関係
（21人）

金融業
（22人）

電力業
（7人）
満州関係
（14人）
その他

決定者
450人

200人

220人

n/a

卒業生
800人

n/a

500人

334人

大学（学部）
慶應義塾大学

早稲田大学
（文系学部）

東京帝国大学
（法学部）

同
（工学部）



三

実
業
界
に
お
け
る
「
学
閥
」

三
―
一
「
学
閥
」
の
存
在
と
意
義

次
に
、
前
節
で
分
析
し
た
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
就
職
に
影
響
を
与
え
た
学
閥
に
関
し
て
、
当
時
の
認
識
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
そ
も
そ
も
、
学
閥
と
い
う
用
語
が
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
試
み
に
、
当
時
の
新
聞
記
事
を
も

と
に
、
そ
の
初
出
を
探
る
と
、
一
八
九
八
年
七
月
四
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
「
新
今
様
」
欄
に
、「
藩
閥
倒
れ
学
閥
も

跡
を
収
め
バ
や
が
て
ま
た

党
閥
起
り
始
め
た
り

筆
で
征
伐
ヤ
ツ
ツ
（
3
）

ケ
ロ
」
と
い
う
狂
歌
を
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
学
閥

と
い
う
用
語
が
、
藩
閥
や
党
閥
な
ど
い
っ
た
政
治
集
団
を
指
す
用
語
と
と
も
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
明
治
二
〇
年
代
に

は
、
学
閥
と
い
う
呼
称
は
す
で
に
周
知
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

で
は
、
明
治
期
に
お
い
て
、
実
業
界
に
お
け
る
学
閥
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
一
九
一

二
年
に
雑
誌
『
新
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
鎌
田
栄
吉
（
慶
應
義
塾
大
学
長
）「
学
閥
大
い
に
歓
迎
す
べ
し
」、
高
田
早
苗
（
早
稲

田
大
学
長
）「
党
同
は
可
な
れ
ど
異
伐
は
不
可
也
」、
澤
柳
政
太
郎
（
東
北
大
学
総
長
）「
疑
心
暗
鬼
を
生
ず
」、
鵜
澤
聡
明
（
弁
護

士
）「
学
閥
の
興
廃
は
進
化
の
法
則
」
の
四
つ
の
議
論
を
参
照
（
4
）

す
る
。

ま
ず
、
鎌
田
栄
吉
は
、「
多
年
同
一
の
学
風
に
養
成
せ
ら
れ
、
同
一
の
趣
味
を
持
て
る
人
々
が
、
相
寄
り
相
集
つ
て
、
一
つ
の

団
結
を
形
作
る
の
は
、
人
情
の
上
か
ら
言
つ
て
も
、
至
極
尤
も
な
話
で
、
何
等
非
難
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
」
と
し

て
、
同
一
大
学
の
出
身
に
よ
る
団
結
と
し
て
の
学
閥
を
好
意
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
官
私
の
各
大
学
を
始
め
其
他
何

大
学
で
も
構
は
ぬ
か
ら
、
成
る
可
く
沢
山
な
学
閥
が
、
社
会
各
方
面
に
勃
興
せ
ん
こ
と
」
を
希
望
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
各
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種
の
学
閥
を
し
て
相
ひ
競
争
せ
し
め
、
而
か
も
機
会
均
等
の
上
に
こ
れ
を
為
さ
し
む
る
は
、
国
家
繁
栄
の
基
礎
を
造
る
も
の
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鎌
田
栄
吉
は
、
社
会
の
発
展
の
た
め
に
は
、
多
数
の
私
立
大
学
を
設
立
し
、「
官
公
私
立
の

障
壁
を
撤
廃
し
て
其
間
に
何
等
の
区
別
を
設
け
ず
、
機
会
均
等
に
、
実
力
を
以
て
互
い
に
競
争
す
る
と
云
ふ
事
」
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
田
早
苗
も
、「
元
来
人
間
は
親
し
き
も
の
同
士
自
然
相
寄
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
学
閥
に
つ
い
て
、「
主
義
と
か
、

意
見
と
か
、
学
風
と
か
云
ふ
事
が
基
礎
と
な
つ
て
団
結
す
る
の
は
、
質
の
善
い
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
同

じ
学
校
の
出
身
者
が
互
に
手
を
引
き
合
つ
て
、
激
流
奔
湍
を
乗
り
越
さ
う
と
す
る
」
こ
と
は
、
無
理
の
な
い
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
た
だ
し
、
学
閥
を
形
成
し
た
結
果
、「
多
少
勢
力
を
得
る
と
忽
ち
他
の
学
閥
を
排
斥
し
、
之
を
圧
倒
せ
ん
と
企
つ
る
如
き
事

柄
は
、
大
い
に
慎
ん
で
貰
ひ
た
い
」
と
し
て
、
過
剰
な
利
己
主
義
は
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
付
言

す
る
と
、
同
時
期
に
は
、
早
稲
田
大
学
教
授
の
安
部
磯
雄
は
、
学
閥
を
打
破
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
学
閥
に
よ
る
他

者
へ
の
圧
迫
に
対
し
て
、
批
判
的
な
意
見
を
示
し
て
い
る
（
安
部
（
一
九
一
三
））。

鎌
田
栄
吉
や
高
田
早
苗
の
見
解
に
対
し
て
、
澤
柳
政
太
郎
は
、
学
閥
の
存
在
そ
の
も
の
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
る
。
彼
に
よ
る

と
、
私
立
大
学
の
出
身
者
は
「
眼
界
が
狭
」
く
、「
一
般
に
普
通
教
育
と
、
外
国
語
の
素
養
が
充
分
で
な
い
」
こ
と
に
加
え
て
、

意
気
込
み
や
精
力
が
低
い
こ
と
か
ら
、
帝
国
大
学
の
出
身
者
と
の
間
に
能
力
の
格
差
が
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
、
官
吏
に
「
進
み

得
る
能
力
が
無
」
い
私
立
大
学
の
出
身
者
は
、
実
業
界
に
進
む
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
実
業
界
で
学
閥
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
特
定
の
企
業
に
お
い
て
、「
此
所
だ
け
は
、
せ
め
て
我
等
の
勢
力
範
囲
に
し
て
置
か
う
と
云
ふ
所
か
ら
、
多
少
学
閥

的
傾
向
を
帯
ぶ
る
に
至
つ
た
も
の
が
あ
る
」
た
め
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
官
尊
民
卑
」
的
風
潮
に
つ
い

て
、
慶
應
義
塾
大
学
で
学
生
の
企
業
へ
の
周
旋
を
担
当
し
て
い
た
山
名
次
郎
は
、
帝
国
大
学
は
、
大
学
令
改
正
以
前
は
在
学
期
間
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が
一
年
多
か
っ
た
こ
と
や
、「
素
質
が
良
く
」「
ド
ツ
シ
リ
し
て
居
る
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
山

名
（
一
九
二
六
））。

そ
の
一
方
で
、
鵜
澤
聡
明
は
、
明
治
初
期
に
は
、
官
吏
に
は
帝
国
大
学
出
身
者
が
採
用
さ
れ
、
実
業
界
に
は
慶
應
義
塾
大
学
や

高
等
商
業
学
校
出
身
者
が
入
っ
た
結
果
、「
爾
来
後
進
生
を
推
薦
若
く
は
任
用
す
る
に
当
つ
て
も
、
自
然
自
己
の
最
も
熟
知
せ
る
、

手
近
な
同
窓
か
ら
其
人
を
求
め
て
行
つ
た
」
こ
と
が
、
学
閥
が
形
成
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
が
発
展

し
自
由
競
争
が
激
し
く
な
る
と
、
こ
う
し
た
学
閥
の
役
割
は
低
減
す
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
四
人
の
議
論
は
、
当
時
の
社
会
、
特
に
実
業
界
に
お
い
て
、
学
閥
と
称
さ
れ
る
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
共
通
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
鎌
田
栄
吉
や
高
田
早
苗
と
い
っ
た
私
立
大
学
の
学
長
は
、
複
数
の
学
閥
に
よ

る
自
由
競
争
を
評
価
す
る
立
場
か
ら
、
学
閥
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
澤
柳
政
太
郎
や
鵜
澤
聡
明
は
、
個
人
主
義
に

よ
る
競
争
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
そ
れ
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
見
解
の
相
違
は
、
実
業
界
若
し
く

は
官
界
の
い
ず
れ
で
活
躍
す
る
こ
と
を
、
よ
り
評
価
す
る
か
と
い
う
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
実
業
界
で
あ
れ
、
官

界
で
あ
れ
、
澤
柳
政
太
郎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
人
材
を
「
己
の
眼
界
の
届
く
範
囲
に
於
い
て
物
色
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
」
状
況
は

共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
当
時
に
お
い
て
は
、
同
窓
の
関
係
者
に
よ
る
紐
帯
の
結
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
学
閥
に
一
定
の

役
割
を
期
待
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
議
論
と
い
え
よ
う
。

三
―
二

個
別
企
業
に
お
け
る
「
学
閥
」

前
項
で
の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、
実
業
界
に
お
け
る
代
表
的
な
企
業
と
学
閥
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
ま
ず
は
、
財
閥
系

の
企
業
を
中
心
に
、
藤
原
（
一
九
三
二
）
に
即
し
て
検
討
す
る
。
三
井
財
閥
系
の
企
業
は
、
出
身
大
学
を
問
わ
ず
に
採
用
す
る
方
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針
を
と
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
見
る
と
、
学
閥
的
色
彩
は
薄
か
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
中
で
も
、
三
井
銀
行
や
王
子
製
紙
に
は

慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
が
多
く
、
こ
れ
は
、
中
上
川
彦
次
郎
や
池
田
成
彬
、
藤
原
銀
次
郎
ら
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
三
井
物
産
の
中
枢
に
は
、
東
京
商
科
大
学
の
出
身
者
が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
三
菱
財
閥
系
の

企
業
で
は
、「
赤
門
派
」
と
称
さ
れ
る
東
京
帝
国
大
学
出
身
者
が
優
勢
で
あ
り
、
技
術
関
係
の
職
種
で
は
、
海
軍
等
の
出
身
者
が

主
流
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
三
菱
商
事
は
東
京
商
科
大
学
の
出
身
者
が
多
数
在
籍
し
、
阿
部
泰
蔵
や
荘
田
平
五
郎
ら
の
影
響

も
あ
り
、
明
治
生
命
に
は
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
住
友
財
閥
系
の
企
業
で
は
、
川
上
謹
一
の

影
響
で
、
帝
国
大
学
出
身
者
が
主
要
な
役
職
を
独
占
し
て
い
た
が
、
住
友
銀
行
の
み
、
東
京
商
科
大
学
の
出
身
者
が
集
中
し
て
い

た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
藤
原
（
一
九
三
二
）
に
よ
る
と
、
主
な
産
業
分
野
の
中
で
学
閥
の
影
響
が
強
い
も
の
と
し
て
、
金
融
業

と
電
力
業
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
帝
国
大
学
出
身
者
が
主
流
で
あ
る
一
方
、
後
者
に
は
、
福
沢
桃
介
ら
の
活
動
に
よ
り
、

慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
各
企
業
に
お
け
る
学
閥
の
影
響
に
つ
い
て
、
新
入
社
員
の
採
用
時
に
お
け
る
影
響
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
、
表
7
と
し

て
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
採
用
傾
向
が
顕
著
な
企
業
を
示
す
。
同
表
に
は
、
戦
前
期
の
就
職
市
場
に
関

す
る
雑
誌
記
事
の
う
ち
、
採
用
時
に
出
身
大
学
を
考
慮
し
た
企
業
の
み
を
採
録
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
表
7
中
で
示
し
て
い
な

い
多
く
の
企
業
は
、
特
定
の
大
学
と
の
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
表
7
に
示
し
た
企
業

で
は
、
実
際
に
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
へ
の
優
遇
が
確
認
で
き
る
。
当
時
の
採
用
手
続
き
は
、
各
学
校
に
依
頼
し
て
、
学
校
が
推

薦
し
た
学
生
の
中
か
ら
選
抜
す
る
も
の
が
主
流
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
選
考
に
お
い
て
、
出
身
学
校
が
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

採
用
選
考
に
お
い
て
、
出
身
大
学
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
学
閥
重
視
と
さ
れ
る
企
業
以
外
で
も
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
久
原
鉱
業
会
社
は
、
選
考
に
お
け
る
「
多
少
の
情
実
は
免
れ
な
い
」
と
考
え
て
お
り
、
古
河
合
名
会
社
は
、「
其
学
校
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出
身
の
先
輩
の
意
見
に
重
き
を
置
き
、
学

校
か
ら
推
薦
し
て
く
る
と
同
時
に
、
其
中

に
就
て
同
窓
の
先
輩
か
ら
物
色
さ
せ
」
て

（
5
）

い
た
。
他
に
も
、
応
募
時
に
社
員
の
紹
介

が
必
要
と
さ
れ
た
東
京
電
（
6
）

燈
や
、
入
社
試

験
を
行
わ
ず
「
縁
故
採
用
主
義
」
を
と
る

王
子
製
紙
な
ど
の
よ
（
7
）

う
に
、
個
人
的
関
係

を
重
視
し
た
選
考
を
行
う
企
業
も
存
在
し

て
い
た
。

表
7
の
中
で
、
特
に
企
業
に
対
し
て
影

響
を
強
め
た
大
学
は
、
慶
應
義
塾
大
学
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
慶
應
閥
」
と
さ
れ

る
企
業
の
代
表
は
、
三
越
百
貨
店
と
千
代

田
生
命
保
険
で
あ
る
。
三
越
百
貨
店
は
、

「
大
体
が
、
慶
應
閥
で
、
三
田
色
の
色
彩

の
強
い
と
こ
ろ
だ
け
に
、
余
程
運
動
し
な

く
て
も
そ
れ
以
外
の
者
は
入
店
断
念
の
ほ

ぞ
を
か
た
め
ね
ば
な
る
（
8
）

ま
い
」
と
評
さ
れ

表 7 昭和初期における慶應義塾大学出身者の採用傾向が顕著な企業

学閥／出身者の採用傾向

帝大、商大、慶應

慶應閥、帝大、商大

慶應閥

早稲田が多い、帝大、
商大、慶應

帝大、慶應、立教、
高千穂商業、明治学院

従来は商大閥、帝大、
早大、慶應

慶應閥

典拠）「就職戦線必勝法」、『実業之世界』第25巻第1号、1928年；「就職戦線偵察」、『実業之
日本』第33巻第4号、1930年；「大会社大銀行の新社員採用を前に就職戦線偵察記」、
『実業之日本』第34巻第4号、1931年；「就職戦線偵察記――大会社・大銀行の新社員
採用期を前にして――」（第1報～第4報）、『実業之日本』第35巻第2号～第4号、1932
年。

注）中等学校以下の卒業生については、除外した。

応募方法

学校推薦

学校推薦

学校推薦

学校推薦

学校推薦、
個人応募は不採用

学校推薦

（言及せず）

選考方法／基準

知人紹介、筆記試験、
口頭試問

口頭試問、時事問題、
健康、容姿

試験
（算術、作文、英語）

人物考査

面接、体格検査、
学校成績

メンタル検査、
健康検査

面接の結果を
松永社長が判断

採用人数

15人

15～20人

10人

10人

10人

90人

25人

企業

三井銀行

三越百貨店

千代田生命

日清生命

明治生命

三菱銀行

東邦電力
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る
ほ
ど
、
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
が
中
心
で
あ
っ
た
。
実
際
、
佐
藤
（
一
九
六
〇
）
に
よ
る
と
、
五
島
慶
太
が
三
越
百
貨
店
の
買

収
を
計
画
し
た
際
、
慶
應
義
塾
大
学
出
身
の
小
林
一
三
が
、「
慶
応
出
の
人
た
ち
で
経
営
し
て
い
る
事
業
の
な
か
で
、
た
っ
た
一

つ
残
さ
れ
た
の
が
三
越
百
貨
店
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
だ
け
は
君
、
手
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
れ
」
と
頼
み
込
み
、
そ
の
計
画

を
中
止
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
千
代
田
生
命
保
険
の
場
合
、
専
務
で
あ
る
堀
井
卯
之
助
が
、「
大
学
程
度
の
方
は
、
こ
こ
は

慶
應
義
塾
の
も
の
を
多
く
と
る
習
慣
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
こ
こ
が
一
番
多
く
き
ま
す
。（
中
略
）
い
や
も
う
向
ふ
か
ら
ど
こ
で
も

採
用
し
て
く
れ
と
い
つ
て
申
込
ん
で
き
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
必
要
の
時
に
は
何
人
必
要
だ
か
ら
推
薦
し
て
く
れ
と
い
つ
て
頼
み

（
9
）

ま
す
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
緊
密
な
関
係
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
要
因
は
、
同
社
は
慶
應
義
塾
大
学

出
身
の
門
野
幾
之
進
が
設
立
し
た
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
で
（
10
）

あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
主
な
代
表
的
な
「
慶
應
閥
」
と
さ
れ
た
企

業
と
し
て
は
、
玉
川
電
気
鉄
道
や
豊
国
銀
行
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
（
11
）

き
る
。

こ
こ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
一
部
の
企
業
に
は
特
定
の
大
学
の
出
身
者
が
集
中
し
て
お
り
、
実
際
に
学
閥
を
形
成
し
て
い
た
と
い

え
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
企
業
の
創
業
期
に
尽
力
し
た
企
業
家
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
定
の
企
業
家

と
企
業
の
関
係
は
、
産
業
革
命
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
彼
ら
の
影
響
が
存
続
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
同
時
期
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
、「
昭
和
の
財
界
は
明
治
の
政
界
以
上
に
閥
が
幅
を
き
（
12
）

か
す
」
と
し
て
、

学
閥
の
影
響
力
の
大
き
さ
が
評
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
慶
應
義
塾
大
学
に
よ
る
学
生
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
先
述
の
よ
う
に
、
戦
前
期
の
就
職
活
動
に
際
し
て

は
、
学
校
か
ら
の
推
薦
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
三
年
一
月
に
株
式
会
社
十
合
呉
服
店
が
作
成
し
た
、

新
規
採
用
者
向
け
の
「
申
込
参
照
（
13
）

要
項
」
に
は
よ
る
と
、「
採
用
決
定
順
序
」
は
、「
先
づ
当
店
よ
り
の
指
示
に
よ
り
、
各
校
当
局

に
於
け
る
詮
衡
を
経
て
所
定
書
類
（
学
校
当
局
に
問
合
せ
ら
れ
た
し
）
の
送
達
を
受
け
、
第
一
次
書
面
考
査
の
上
、
面
接
に
よ
り
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最
後
の
決
定
（
二
月
中
の
予
定
）
を
な
す
」
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
「
申
込
に
際
し
て
の
熟
慮
希
望
」
と
し
て
、「
当
店
に

於
て
も
、
其
適
性
如
何
を
考
慮
す
べ
き
も
、
先
づ
各
自
に
於
て
身
体
容
姿
性
格
上
適
性
如
何
を
熟
慮
の
上
、
申
込
あ
る
こ
と
を
希

望
」
す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
学
校
側
で
企
業
が
提
示
す
る
適
正
を
考
慮
し
た
選
考
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
企
業
側
が
所
定
書
類
を
受
理
す
る
と
い
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
中
で
十
合
呉
服
店
が

提
示
し
た
「
採
用
基
準
」
は
、

一
、
学
業
成
績
良
好
な
る
も
の

一
、
身
体
強
壮
な
る
も
の

一
、
思
想
健
固
な
る
も
の

一
、
風
采
、
言
語
、
動
作
等
に
つ
き
明
朗
（
ス
マ
ー
ト
）
な
る
感
じ
を
与
へ
る
も
の

一
、
百
貨
店
営
業
に
適
正
あ
り
と
考
ふ
る
も
の

一
、
年
齢
成
る
可
く
年
少
の
も
の

一
、
大
阪
又
は
近
畿
に
縁
由
あ
る
も
の

の
、
七
点
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
学
生
の
就
職
に
際
し
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
の
側
で
適
正
の
判
断
や
選
考
が
行
わ
れ
て
い
た
。
大
正
期
ま
で
の
慶
應

義
塾
大
学
に
お
け
る
学
生
の
就
職
支
援
は
、
人
事
嘱
託
の
山
名
（
14
）

次
郎
の
経
験
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
た
。
彼
は
、
各
学
生
の
適

性
を
判
断
し
た
上
で
、
各
会
社
に
適
し
た
推
薦
方
法
を
採
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
各
企
業
や
銀
行
の
人
事
課
な
ど
と
の
交
流
か
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ら
、
便
宜
を
得
て
い
た
と
い
う
。
な
お
、
山
名
次
郎
が
一
九
二
五
年
六
月
に
辞
任
し
た
後
は
、
そ
の
後
任
と
し
て
対
（
15
）

馬
機
が
学
生

の
就
職
の
斡
旋
を
行
っ
て
（
16
）

い
た
。
彼
が
使
用
し
て
い
た
（
17
）

手
帳
の
記
載
に
よ
る
と
、
学
生
ご
と
に
、「
手
紙
」、「
風
采
」、「
応
接
」、

「
体
格
」
な
ど
を
評
価
し
た
上
で
、
適
性
の
あ
る
企
業
へ
の
推
薦
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
業
界
に
お

け
る
「
慶
應
閥
」
の
形
成
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
に
よ
る
就
職
支
援
活
動
も
、
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
出
身
者
の
動
向
を
中
心
と
し
て
、
戦
前
期
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
、
実
業
界
へ
の
人
材

供
給
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
稿
で
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
を
、
冒
頭
に
記
し
た
課
題
に
即
し
て
ま
と
め
る
と
、
次

の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、
明
治
期
か
ら
戦
間
期
に
か
け
て
の
数
量
的
な
分
析
に
よ
り
、
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
は
実
業
界

に
多
く
の
出
身
者
が
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
三
井
系
の
企
業
に
就
職
す
る
も
の
が
多
い
こ
と

が
、
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
学
閥
の
存
在
に
つ
い
て
は
賛
否
が
分
か
れ
て
い
た
が
、
就
職
市
場
に
お
け
る
実
際
の
選
考
過

程
で
は
、
出
身
大
学
が
影
響
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
創
立
者
と
の
関
係
な
ど
か
ら
、
一
部
の
大
学
と
企
業
は
、
特
に
密

接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
慶
應
義
塾
大
学
に
の
み
限
定
的
に
確
認
さ
れ
た
現
象
で
は
な
く
、
他
の
大
学
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
定
の
企
業
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。

以
上
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
戦
前
期
に
お
け
る
学
閥
の
形
成
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
。
慶
應
義
塾
大
学

出
身
者
に
よ
る
学
閥
の
形
成
に
は
、
同
窓
出
身
者
の
連
帯
意
識
に
加
え
て
、
企
業
と
高
等
教
育
機
関
と
の
長
期
的
な
関
係
や
帝
国

大
学
な
ど
の
他
大
学
と
の
競
合
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
も
、
慶
應
義
塾
大
学
と
一
部
の
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民
間
企
業
の
繫
が
り
は
機
能
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
は
、
社
会
に
お
い
て
も
、「
慶
應
閥
」
と
認
識
さ
れ
る
企
業
の
存
在
を

生
み
出
し
て
い
っ
た
。

市
場
が
発
達
段
階
に
あ
っ
た
企
業
勃
興
期
に
お
い
て
は
、
企
業
家
個
人
が
も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
人
材
や
資
金
の

調
達
を
行
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
場
合
に
は
、
三
科
（
二
〇
一
八
ａ
）
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
同
窓
関
係
に
あ
る
企
業
家
ら

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
本
稿
で
検
討
し
た
実
業
界
に
お
け
る
学
閥
は
、
高
等
教
育
機
関
出
身
者

の
就
職
市
場
が
整
備
さ
れ
て
い
く
戦
間
期
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
関
係
性
が
非
公
式
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
戦
前
期
日
本
の
企
業
経
営
の
中
で
は
、
個
人
的
関
係
に
基
づ
く
経
営
資
源
の
調
達
が
支
配
的
な
役
割
を
も
っ
て

お
り
、
そ
の
一
つ
が
同
窓
関
係
を
基
盤
と
し
た
学
閥
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

注（
1
）
慶
應
義
塾
で
は
、
一
八
九
〇
年
に
、
文
学
科
・
法
律
科
・
理
財
科
か
ら
成
る
大
学
相
当
の
高
等
教
育
機
関
が
組
織
さ
れ
、
一
九
一
九
年

に
、
大
学
令
に
基
づ
く
旧
制
大
学
の
設
置
が
認
可
さ
れ
て
い
る
（
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
〇
八
））。
こ
う
し
た
経
緯
を

踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
は
、
一
表
現
の
統
一
性
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
、「
慶
應
義
塾
大
学
」
と
表
記
す
る
。

（
2
）
『
塾
員
名
簿
』
と
は
、
慶
應
義
塾
の
卒
業
生
（
塾
員
）
名
簿
の
総
称
で
あ
り
、
塾
員
の
氏
名
、
住
所
、
職
業
、
卒
業
年
次
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。
第
一
号
は
、
一
八
八
九
年
の
「
慶
應
義
塾
特
撰
員
・
卒
業
生
・
現
在
生
姓
名
録
」
で
あ
る
。
以
降
、『
慶
應
義
塾
塾
員
姓
名

録
』
や
『
慶
應
義
塾
塾
員
名
簿
』
な
ど
と
も
呼
称
さ
れ
た
（
慶
應
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
〇
八
）、
四
九
頁
）。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
を
総
称
し
て
、『
塾
員
名
簿
』
と
表
記
す
る
。

（
3
）
「
新
今
様
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
八
九
八
年
七
月
四
日
付
。
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（
4
）
「
学
閥
論
」、『
新
日
本
』
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
一
二
年
。

（
5
）
「
十
五
大
会
社
々
員
採
用
物
語
」、『
実
業
之
日
本
』
第
一
九
巻
第
一
〇
号
、
一
九
一
六
年
。

（
6
）
「
信
頼
し
得
る
社
員
の
紹
介
と
雇
入
」、『
実
業
之
世
界
』
第
二
〇
巻
第
二
号
、
一
九
二
三
年
。

（
7
）
「
就
職
戦
線
偵
察
記
」、『
実
業
之
日
本
』
第
三
三
巻
第
五
号
、
一
九
三
〇
年
。

（
8
）
「
就
職
戦
線
偵
察
記
―
―
大
会
社
・
大
銀
行
の
新
社
員
採
用
期
を
前
に
し
て
―
―
第
一
報
」、『
実
業
之
日
本
』
第
三
五
巻
第
二
号
、
一

九
三
二
年
。

（
9
）
「
就
職
戦
線
偵
察
記
―
―
大
会
社
・
大
銀
行
の
新
社
員
採
用
期
を
前
に
し
て
―
―
第
四
報
」、『
実
業
之
日
本
』
第
三
五
巻
第
五
号
、
一

九
三
二
年
。

（
10
）
千
代
田
生
命
保
険
の
設
立
に
関
し
て
は
、
三
科
（
二
〇
一
八
ｂ
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
11
）
詳
細
は
、
三
科
（
二
〇
一
五；
二
〇
一
六
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
12
）
「
財
界
と
学
閥
【
三
井
・
三
菱
の
巻
】」、『TH

E
SA
LA
RIED

M
A
N

』
第
三
巻
第
四
号
、
一
九
三
〇
年
四
月
。

（
13
）
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
未
整
理
。

（
14
）
山
名
次
郎
は
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
五
年
に
か
け
て
、
慶
應
義
塾
大
学
の
嘱
託
職
員
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
（
慶
応
義
塾
一
五
〇

年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
一
六
）、
七
四
九
頁
）。

（
15
）
対
馬
機
は
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
か
け
て
、
維
持
会
相
談
役
及
び
慶
應
義
塾
大
学
の
嘱
託
職
員
を
務
め
た
人
物
で
あ
る

（
慶
応
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
編
（
二
〇
一
六
）、
七
四
九
頁
）。

（
16
）
「
各
大
学
の
卒
業
生
売
込
ぶ
り
」、『
実
業
之
日
本
』、
第
二
八
巻
第
二
三
号
、
一
九
二
五
年
。

（
17
）
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、
未
整
理
。
企
業
別
に
項
目
化
さ
れ
推
薦
す
る
学
生
の
選
考
に
関
す
る
も
の
が
二
六
冊
、
学
生
ご

と
の
評
価
に
関
す
る
も
の
が
二
三
冊
、
現
存
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
関
す
る
分
析
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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